
も�な�く�子�ど�も�た�ち�は�上�手�に�使�い�こ�な�す�よ�う�に�な�り�ま�

し�た。�

　その後，�市内の小学生を受け入れ，�教育ファームと�

い�う�農�業�体�験�活�動�に�発�展�し�て�お�り�ま�す。７�月�の�田�の�

草取り時には，�主任の先生から�「�田植え後から，�子ど�

も�た�ち�が�と�て�も�落�ち�着�い�た�学�校�生�活�を�送�る�よ�う�に�な�

り�ま�し�た，お�礼�申�し�上�げ�ま�す。�」と�い�う�こ�と�を�言�わ�

れ，自�然�の�も�つ�力�は�子�ど�も�た�ち�を�暖�か�く�包�み�込�む�と�

いうことを実感いた�し�ま�し�た。�

　核�家�族�化�が�進�み，伝�統�行�事�や�伝�承�料�理�が�失�わ�れ�つ�

つ�あ�る�現�在，今�一�度，先�人�た�ち�が�築�き�上�げ�て�き�た�

「技」�や生きる�「術」�を再認識�し�，�し�っかりと受けと�

め�次�世�代�へ�と�継�承�す�る�こ�と�が，現�代�の�農�業�の�も�つ�可�

能�性�の�広�が�り�に�つ�な�が�る�こ�と�と�感じ�て�お�り�ま�す。ま�

た，こ�の�こ�と�が�教�育�の�役�割�で�は�な�い�か�と�思�っ�て�お�り�

ます。�

　こ�れ�ま�で�の�13年�間�の�体�験�活�動�の�中�で，先�生�や�親�た�

ち�の�経�験�や�体�験�の�無�さ�を�目�の�当�た�り�に�し�た�時，先�生�

方には，�第一次産業のもつ教育力や自然と共�生�し�，�何�

もないところから作り出す�「�知恵」�や�「�技術」�を習得�

し�，学�校�教�育�の�さ�ら�な�る�充�実�を�図�っ�て�欲�し�い�と�強�く�

願っております。�

　�

むすびに�

　今，�教育現場は課題が山積�し�ております。�先生方に�

は，第�一�次�産�業�へ�の�関�心�と�教�育�的�価�値�や�多�面�的�機�能�

の�意�義�を�理�解�し�て�い�た�だ�く�こ�と�が，学�習�指�導�要�領�の�

基本理念である�「�生きる力」�の育成に向けた第一歩に�

なると思っております。�

は�じ�めに�

　今�日，農�業�に�関�わ�る�こ�と�が�テ�レ�ビ�や�新�聞�・�雑�誌�な�

ど�さ�ま�ざ�ま�な�と�こ�ろ�で�広�く�取�り�上�げ�ら�れ�る�よ�う�に�な�

りま�し�た。�

　私�は，平�成�９�年�よ�り�小�学�生�以�下�の�子�ど�も�を�も�つ�親�

子�連�れ�を�対�象�に�農�村�生�活�体�験�塾�を�開�設�し�て�お�り�ま�す。�

当初は，�好奇の目で見られることもありま�し�たが，�最�

近は，�父親の参加も多くなり，�農業への関心の深まり�

を感�じ�ております。�

　こ�う�し�た�中，平�成�20年�３�月�に�新�し�い�学�習�指�導�要�領�

が告示され，�移行措置を経て，�平成24年から全面実施�

されることとなりま�し�た。�

　今回の改訂は，�「�生きる力」�をはぐくむという学習�

指�導�要�領�の�基�本�理�念�を�実�現�す�る�た�め，自�然�体�験�や�職�

場�体�験�活�動�の�充�実�を�目�指�し�て�お�り�ま�す。こ�う�し�た�中，�

中学校�「�技術・家庭科」�の中で�「�生物育成に関する技�

術」�の必修を知った時，�11年前に訪れたスウェーデン�

の保育園の情景が鮮明に思い出され�ま�し�た。�

　�

農の力を信�じ�て�

　農�村�生�活�体�験�塾�を�開�設し�て�２�年�目，埼�玉�県�女�性�海�

外�派�遣�団�員�の�一�人�と�し�て，ス�ウ�ェ�ー�デ�ン�の�公�営�保�育�

園�を�訪�問�し�た�際�に，ま�ず�目�に�と�び�込�ん�で�き�た�の�が�壁�

に�掲�げ�て�あ�る�50㎝�位�の�三�角�形�の�鋸�と�木�槌�な�ど�の�大�工�

道�具�で�し�た。日�本�の�小�学�校�で�は�小�刀�な�ど�の�使�用�は�禁�

止�な�の�に，そ�の�光�景�に�大�き�な�衝�撃�を�受�け�て�帰�っ�て�参�

りま�し�た。�

　そ�の�衝�撃�的�な�体�験�以�来，私�の�塾�で�は�ス�タ�ッ�フ�と�一�

緒�に�幼�稚�園�児�に�も�包�丁�や�鋸，稲�刈�り�鎌�な�ど�安�全�に�配�

慮�し�な�が�ら�使�用�さ�せ�て�お�り�ま�す�が，幸�い�大�き�な�怪�我�

ハギワラ　サ�ト�ミ�
　ファームイ�ン・さぎ山代�表。平成９年よ�り親子を対象に�農作業および�農村生活を体験�させるグリーン�ツーリズムを�始める。平成13年に�「子供農業体�

験活動コンク�ール2001」農林水産�大臣賞を受賞。�平成20年，21年と教育ファームモ�デル実証地区に�て小・中学生の�農業体験を受�け入れている。�

　平成19年には農林水産�省　教育ファ�ーム推進研究会�委員，平成20年には内閣府　�企業分野等食�育検討会議委員�を務める。�
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に終始�し�ていたためと反省する。そのため，�

生徒が試行錯誤�し�ながら粘り強く「ものづく�

り学習」をつくりあげていく授業への転換が�

急務である。また，生徒の思考力・判断力を�

育成するには豊かな言語環境に根ざ�し�た授業�

にする必要がある。今回の改訂では全教科で�

このことが明記された。技術科教師への最大�

の課題はこう�し�た授業の改善にあると考える。�

③生徒の変容を確実に見取る評価方法の確立�

　一般に，技術分野の学習評価は「観点別絶�

対評価基準」に基づいて行われている。この�

評価基準は「評定」に傾斜�し�ており，生徒個�

々の学習態度や作品等の完成度等の表面的な�

評価基準で実施されていることが多い。その�

ため，授業の中で育てたい力が個々にどの程�

度習得されているかを見取る評価が必要とな�

る。スタンダー�ド�準拠評価法などを取り入れ�

たり�し�て，児童生徒の到達度を確実に評価す�

る方法を早急に確立する必要がある。�

　�

3．新たなものづくり学習の実践から�

　本校と校区の長沢・荒沢小学校３校は，文�

部科学省教育研究開発学校の指定を受け，今�

年度，小中学校一貫�「ものづくり学習の時間」�

の最終研究年度をむかえた。技術・家庭科の�

直接的な研究ではないが，本教科経営改善の�

視点から研究内容の概要を紹介する。�

①�「�も�の�づ�く�り�学�習�の�時�間」の�単�元�開�発�を�行�

うための2つの教育課程基準表の作成�

・義務教育９年間を発達段階と連続性を考慮�

し�て小１～２，小３～４，小５～中１前半，�

中１後半～３の４�レ�ベルに区分する。�

・知識基盤社会におけるものづくりの基盤と�

なる能力を�「技術活用能力」�「エネルギー・�

環境活用能力」と「キャリア発達能力」と�

規定する。この３つの能力を児童生徒が生�

涯にわたって習得�し�ていくために必要な自�

己学習能力を「創成力」と�し�て授業で育成�

し�ている。�

・上記の３能力と「創成力」それぞれの構成�

内容を明示�し�て，４�レ�ベルごとに到達目標�

と新�し�い知識・技術の内容を発達段階を踏�

まえて表示�し�た２つの教育課程基準表を作�

成�し�単元構成に役立てる。�

②連続�し�た9年間の単元構成と授業の創造�

・義務教育９年間を見通�し�，区分�し�た４�レ�ベ�

ルにおける連続�し�た単元構成となるよう，�

主たる特徴を明示�し�た教育階梯と�し�て一覧�

表にまとめ，単元開発のよりどころとする。�

・三条市とりわけ下田地区の「ひと�・�もの�・�こ�

と」とかかわらせたものづくり活動を中核�

とする単元を３校合同の授業分析などから�

検証�し�て実効ある単元構成と授業の改善を�

行う。�

・各教科・領域との関連を明確に�し�，教科横�

断的で探究的なものづくり学習が展開され�

るよう，学年別年間カリキュラム一覧表を�

作成�し�て連続�し�た９年間のものづくり学習�

となるように位置付ける。�

③�「�創�成�力」を�高�め�る�た�め�の�学�習�過�程�の�工�夫�

と評価方法の改善�

　児童生徒が問題を解決するために，見通�し�

や手順を大切に�し�た計画・実践・評価・改善�

と�い�う�学�習�過�程�を�活�用し�，�「ひ�と�・�も�の�・�こ�

と」とかかわりながら，よりよい方法を見つ�

け追究�し�ていく生涯学習力を「創成力」と規�

定�し�，授業を通�し�て育成�し�ている。�

・探究的な学習活動が継続�し�て行われ，�「創成�

力」�を効果的に高めるために，�PDCAサイク�

ルを取り入れた動機―計画―実践�（改善）�―�

評価の学習過程によるものづくり学習を教�

育課程基準表に即�し�て組織・展開する。�

・学習者に学習到達目標と評価基準を明確に�

させ，自己内対話と表現力を高めるための�

ポー�ト�フォリオ評価法を学習過程に効果的�

に取り入れる。これにより児童生徒の学習�

状況と変容の過程を把握�し�て学習成果を評�

価�し�，�「書く」表現力をも高めている。�

・ポー�ト�フォリオ評価法とともにスタンダー�

ド�準拠評価を取り入れ，教師のみならず児�

童生徒・保護者が活動事例から簡便に学習�

評価�し�合える手立て・方法に整える。�

　最後に，来る11月20日の研究発表会に参加�

をいただき，厳�し�いご批正をお願い�し�たい。�
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1．学習指導要領の改訂で注視すべきこと�

　今回の学習指導要領改訂は，教育基本法の�

改定などを受け�「教科経営の改善」�「教科経営�

能力の向上」が最大のポイン�ト�であると考え�

る。本教科とりわけ技術分野においては，持�

続可能な社会における「ものづくり」教科と�

し�ての新たな経営のあり方・方法を抜本的に�

改善�し�ようとする意向が強く読み取れる。�

　これまでの�「情報」�の内容が減り，�「ものづ�

くり」の重みが増�し�たことが大きな特徴であ�

る。�し�か�し�，学校現場ではもっぱら「生物育�

成」や「プログラムによる計測・制御」など�

新規に必修となった内容のみに目が向けられ�

ている。それよりは「技術の適切な評価・活�

用」の記述にこそもっと注目�し�，その真意を�

くみ取らなければならないと考える。�

　�

2．教科経営改善に向けた3つの課題�

　新学習指導要領の総則では，来るべき「知�

識基盤社会」における活動の基盤となる「新�

し�い�知�識�・�情�報�・�技�術」が�重�要�と�さ�れ�て�い�る。�

それらの基礎的・基本的な知識・技能を見直�

し�て，児童生徒が確実に習得�し�ていくことを�

強調�し�ている。�

　これに加えて技術分野では，�「技術を適切に�

評価�し�活用する能力と態度を育てる」ことが�

求められ，そのためには教科経営を社会の変�

化を見据えたうえで改善�し�ていく必要がある。�

その視点は次の３点に集約される。�

①知識基盤社会に対応できる力を育成する教�

科指導計画への改編�

　これまでの教科観や題材観に固執せず，知�

識基盤社会で有用とされる新たな能力を厳選�

し�，その能力を支える基礎・基本の習得を中�

心に据えた指導計画を作成できる教師力が求�

められている。これからのものづくりでは，�

「技術活用能力」�と�「エネルギー・環境活用能�

力」が中心となると確信する。�

②思考力・判断力等を高める授業への改善�

　最近の技術分野授業は深み・重みに欠ける�

傾向にあるように思われる。その主たる原因�

は，コン�ピ�ュータ操作を伝達するだけの授業�

若�
林�
　�
久�
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面実施されるため，平成22年度と23年度の小�

学校での学習内容に新学習指導要領の内容が�

全て盛り込まれていないと，中学校での学習�

に支障をきたすことになる。�

　例えば，小学校の学習に新たに加わった項�

目や中学校から小学校に移行�し�た内容である�

「ガイダンス」�　�「五大栄養素の基礎的事項」�

　�「食事の役割」�「暑さ・寒さに対応�し�た衣服と�

住まい，通風・換気及び採光」は確実に指導�

することが望まれる。�

2）平成�22年�度小�学�校�第6学�年�と中�学�校�第1学�

年の場合�

　上記以外で配慮すべき対象は，平成22年度�

小学校第６学年と中学校第１学年の指導計画�

である。この学年は，それぞれ中学２年生と�

３年生になった時に新学習指導要領が全面実�

施される。そのため，小・中学校家庭科教師�

が必要に応�じ�て指導計画を検討�し�，児童・生�

徒の学習に支障がないように�し�たい。�

　例えば，�「五大栄養素の基礎的事項」�を小・�

中学校のどちらで指導するのかという検討は�

必要である。また，�「ガイダンス」�は中学１年�

生の時�（Ｈ22・23）�に行う方がよい。加えて，�

中学校の学習内容に加わった「布を用いた物�

の製作」の指導時期や教材についても検討が�

必要である。�

　�

4．新学�習指�導�要�領�実�施に�向�け�た�教�材づ�く�り�

の視点�

　上記の４つの内容のうち以下の２つに注目�

し�，新�し�い教材づくりの視点を提案する。�

1）�「衣生活・住生活と自立」�

　生活の中のモノである衣食住のうち，衣生�

活と住生活が統合された。小学校では�“快適”�

を軸に考えたい。例えば，私達は寒暖調節を�

まず衣服で行う。�し�か�し�，衣服による寒暖調�

節の限界を超えるとエアコンやス�ト�ーブなど�

の機器に依存する。このように，衣生活と住�

生活は“快適”という空間軸上で取り扱うこ�

とができる。�

2）�「身近な消費生活と環境」�

　家庭科の学習内容と児童・生徒の発達段階�

を考慮するならば，消費生活や環境を単独で�

取り扱うことはあまり意味がない。換言する�

ならば，内容ＢやＣと意識的に関連させた取�

り組みが効果的である。�

　例えば，�調理実習では，�献立の材料を児童・�

生徒に購入させることにより，材料の価格，�

１食分の材料費，生鮮食品と加工食品の良否�

や表示を扱うことができる。さらには材料を�

無駄なく使い切ること，食べ残�し�を�し�ないこ�

とや，調理にかかる時間から家事労働の経済�

的価値についても指導できる。このように，�

食生活から消費生活や環境に強く結びついた�

授業が展開できる。�

　�

　家庭科は社会の変化と密接に関連�し�ている�

教科である。そのため家庭科教師はいつも新�

し�い教材を創ってきた。今回の学習指導要領�

改訂でも教師達の家庭科に対する情熱や仲間�

達との英知の結集により，多くの教材が生ま�

れることを期待�し�ている。�
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1．は�じ�めに�

　平成20年に学習指導要領が改訂され，小学�

校では平成23年度より，中学校では平成24年�

度より全面実施される。文部科学省はそれま�

での数年間，つまり小学校では平成21～22年�

度，中学校では平成21～23年度を移行措置期�

間�（以下，移行期）�と�し�，新学習指導要領が円�

滑に実施できるように�し�た。本稿では移行期�

に配慮�し�たいことと，新学習指導要領実施に�

向けた教材づくりの視点を提案する。�

　�

2．新学習指導要領の特徴�

1）4つに再構成された学習内容�

　新学習指導要領では，小学校と中学校の学�

習内容の体系化がはかられ，４つの枠組み，�

つまり�「Ａ　家族・家庭と子どもの成長」�，�「Ｂ�

　食生活と自立」�，�「Ｃ　衣生活・住生活と自�

立」�，�「Ｄ　身近な消費生活と環境」に再構成�

された。今まで以上に小・中学校の連携によ�

る学習内容の発展的取り組みが期待できる。�

（cf.開隆堂「KGKジャーナ�ルvol.43-3教育の目�

『新�し�い学習指導要領』�）�

2）�「ガイダンス」の有効活用�

　小・中学校とも家庭科学習の最初にガイダ�

ンスが位置づけられた。�し�か�し�，ガイダンス�

的な内容は今までも多くの教師が行ってきた。�

　例えば，小学５年生の家庭科学習の始めに�

は，教師は家庭科の学習内容をわかりやすく�

伝えるとともに，学習への意欲を喚起させて�

きた。これはとても効果的だった。ガイダン�

スを小学校２年間，中学校３年間，ひいては�

小・中学校５年間の学習活動を充実させるた�

めに有効に活用�し�たい。�

　�

3．移行期における配慮対象学年�

1）平成22年度小学校第5学年の場合�

　表１に移行のスケジュールを示す。最も配�

慮�し�なければならないのは，平成22年度小学�

校第５学年の指導計画である。この学年は，�

中学入学�（Ｈ24）�とともに新学習指導要領が全�

日�
景�
　�
弥�
生�

ヒカゲ　ヤヨイ�
弘前�大�学�教�育�学�部�教�授。同�附�属教�員�養�成�学�研�究�開�発�セン�
タ�ー�長。学�術�博�士。専�門�は�家�庭�科�教�育。著�書�に「授�業�力�
up！家庭科の授業」日本標準�（2008）�共著，ほか。�

配�
慮�
し�
た�
い�
こ�
と�
と�、�
新�
学�
習�
指�
導�
要�
領�

実�
施�
に�
向�
け�
た�
教�
材�
づ�
く�
り�
の�
視�
点�

［特集］�
移行措置期間に�おける�
小家，�技術�・�家庭科�

年　�度� 平成21年度�平成22年度�平成23年度�平成24年度�

小学校� （�移行期）�（�移行期）�〈�全面実施〉�

中学校� （�移行期）�（�移行期）�（�移行期）�〈�全面実施〉�

平成21年度�
6年�生�

平成21年度�
5年�生�

平成22年度�
5年�生�

平成23年度�
5年�生�

6年生�

5年生�

中学1年生�

6年生�

5年生�

中学2年生�

中学1年生�

6年生�

5年生�

中学3年生�

中学2年生�

中学1年生�

6年生�

表1　�移行のスケジュール �

網がけ：新学習指導要領で全面実施�する年度�

　また，中学校では，食生活は小・中学校を�

スパイラルに扱うのに対�し�，住生活は小学校�

からの積み上げである。つまり，小・中学校�

での学習内容は分かれているため，中学校で�

は小学校で学習�し�たことを踏まえ，より発展�

的に学ぶ。そのため，各学校段階での指導は�

遺漏のないよう留意する必要がある。�
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小家の実践�
�

小家の実践�
�

1．は�じ�めに�

　新�学�習�指�導�要�領�に�お�け�る�改�善�の�基�本�方�針�に，�

（ア）�「自己と家庭，家庭と社会�とのつながりを重�

視�し�，生涯の見通�し�をもって，よりよい生活�を送�

るための能力と実践的�な態度を育成する視点から，�

子どもたちの発達段階�を踏まえ，学校段階に応じ�

た体系的な目標や内容�に改善を図る。�」�と明記され�

ている。�

　本内容は，新学習指�導要領において新たに取り�

入れられた内容で，�（ウ）�「家庭生活を総合的にと�

らえる視点から，家族�の生活と関連させながら，�

衣食住などの内容を取�り扱うことを一層重視する。�

また，小学校４年生ま�での学習を踏まえた２学年�

間の学習のガイダンス�的な内容を設定するととも�

に，�他教科等との関連を明�確に�し�，�連携を図る。�」�

と明記されている。移�行期である平成22年度の第�

５学年はガイダンス的�な内容を必ず学習�し�なけれ�

ばならない。以上のこ�とを踏まえて，ガイダンス�

的な内容について実践�し�たことを紹介する。�

　�

2．実　践�

（1）児童の実態から見えること�

　�「家庭科の学習，�大好き。�新�し�いことができるよ�

うになるから！」と，�５年生の子どもたちはきら�

きら�し�た目で答える。�

（家庭科アンケー�ト�　�５学年　�137名）�

　�「�そ�の�気�持�ち�を�ず�っ�と�持�続�さ�せ�ら�れ�な�い�も�の�

か。�」�そのためには，進んで�きた道�（現在地）�と自分�

の進むべき道�（将来の目標）�を意図的に明確にする�

ことが重要であると考えた�。�

　すなわち，子どもたちが�「自分は家庭科の学習�

を通�し�て将来こんな大人になりた�い。そのために�

はこんな事ができるように�なる。�」�という明確な目�

標をもつことである。それ�を学習の中で意図的・�

計画的に進めていくのであ�る。�

（2）自分の学習の足�跡を残す「計画書づく�り」�

　子どもたちが自分の生活�や家族に目を向けるた�

めに「家庭科のプロ」計画�書づくりを考えた。下�

の作品がそれである。５学�年の始め，学習の途中�

で自分の成長を振り返り，�思いを１枚の�「計画書」�

に記録�し�ていく。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�①自分の今までの�成長を見つめる計画�書�

　　まず，小学校第４学年�までにできるようにな�

ったことを確認する。家�庭生活において，小学�

校入学時には一人ででき�なかったことが成長と�

ともにできるようになっ�てきたことやいつも家�

族がそばで支えてくれた�ことを計画書づくりを�

通�し�て確かめていく。同時に，�第５・６学年の�

学習内容を押さえていく�。�

　　�「家庭科のプロ」�計画書は次に示すようなもの�

を創作�し�た。�
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自分の成長�と�家族�と�の関わ�り�を考�え�る�こ�と�に�よ�り�，�
2年間の学習全体を見通すガ�イ�ダ�ン�スの進め方�

埼玉県さいたま市立�与野本町小学校　�片山　�広美�

　�②将来の自分を�見つめる�

　　また，�学習の途中で自分の成�長�（できるように�

なったこと）�を記録�し�ていく。�その際，�さらにで�

きるようになりたいこと�や大人になったときの�

自分の姿をイメージでき�るようにする。　�

　�

（3）題材の指導計画�

題材名�時間� ○目標　�・学習内容�

○自�分の�生�活を�振り�返�り自�分�の�

成長�は，そ�の�時�々に�応じ�た食�

生活�や�衣生�活�など�に�支え�られ�

てきたことに気付く。�

・衣食住の仕事の大切さ�

・家族に�し�てもらってきたこと�

・�家�庭�の�仕�事�で�で�き�る�よ�う�に�

なったこと�

○家庭科ガイダンス�

○２�年�間の�学�習�内容�を�知り，自�

分の�目�標�や�課題�を�見�つけ，見�

通�し�を�もっ�て�意欲�的�に学�習に�

取り�組�むこ�と�がで�き�るよ�うに�

する。�

・５年生で学習すること�

・６年生で学習すること�

・できるようになりたいこ�と�

・５�年�生の�終�わり�の�頃の�自分，�

６年�生�の終�わ�りの�頃�の自�分の�

姿�

１�

１�

見�
つ�
め�
よ�
う�
！�
　�わ�
た�
し�
と�
家�
族�
の�
家�
庭�
生�
活�

（4）学習指導の実際�

□学習内容　　�・学習活動�

□本時の学習内容�

家庭科の学習内容を知って，�「目ざせ！�
家庭科のプロ」計画を立てよう。�

□５・６年生の家庭科�学習内容�

　・教�科�書�の�目次�を�見�て，2年�間に�学�習�す�る�内�

容の見通�し�をもつ。�

　　�　　　・1日の生活時間�

　　　　　　・自分に�できる仕事�

　　　　　　・簡単な�調理�

　　　　　　・整理整�頓　等�

　　�　　　・朝の生活�

　　　　　　・生活時�間の工夫�

　　　　　　・朝食に�合うおかず　等�

□目ざせ！家庭科のプ�ロ計画�

　�・�でき�る�よう�にな�り�たい�自分�の�目標�を書�く�。�

□学習のまとめ�

　・計画書の感想を発�表する。�

□次時の学習内容�

　・生活時間について�学習することを知る。�

3．おわりに�

　計画書は児童の発想�を生か�し�て一人一人の工夫�

ができるものにすると�評価にもつなげられる。ま�

だ充分な実践ではない�ので，全国の皆様からア�ド�

バイスをいただき，子�どもたちのためによりよい�

ものに改善�し�ていきたいと願ってい�る。�

５年生�

６年生�

家庭科は好きですか？�

はい�
99％�

いいえ�
1％�

好きな学習内容は？�

計画書（児童の作品）�

ミシンで�
縫う�
18％� 調理�

44％�

針で縫う�
33％�

住まい�
5％�

「家庭科のプロ」計画書�

「家庭科のプロ」計画�

今までの私�

6年生の私�

中学生に�
なる私�

5年生の学習内容� 6年生の学習内容� 大人の私�
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1．は�じ�めに�

　新学習指導要領では�，�各教科・領域において�「基�

礎的・基本的な知識及�び技能の活用を図る学習活�

動」と「言語活動の充�実」が求められている。�し�

か�し�，これまでの当校のカリキ�ュラムでは，基礎�

的・基本的な知識や技�能の活用を図る学習活動は�

重視�し�ていたものの，活動を振�り返り，それを次�

の活動に生か�し�ていくことや，他者とかかわ�りな�

がら思考�し�，製作するという点では不�十分であっ�

た。そこで，活動の振�り返りや他者とのかかわり�

を通�し�て言語活動を充実させる�ことで，製作活動�

が豊かになるように指�導過程の工夫を行った。�

　�

2．技術分野における言語�活動のとらえ�

　�「�中�学�校�学�習�指�導�要�領�解�説　技�術�・�家�庭�編　平�

成20年９月」によると�，技術・家庭科の言語活動�

とは，�「言語を豊かに�し�，�論理的思考や生活の課題�

を解決する能力をはぐ�くむ視点において，実習等�

の結果を整理�し�考察する学習活動や，自分の�生活�

における課題を解決す�るために言葉や図表，概念�

などを使用�し�たり，説明�し�たりするなどの学習活�

動�（解説P８要約）�」�とある。�つまり，�技術分野にお�

ける言語活動とは，言�語を豊かにするばかりでは�

なく，図や表を用いて�説明することも大切な言語�

活動である。自分の考�えや思い，また他者とのコ�

ミュニケーションや製�作の振り返りを文字や図と�

し�て記すなど，言語活動を充実�させることは，論�

理的思考や生活の課題�を解決する能力を育成する�

ことにつながる。�そこで，�「材料と加工に関する技�

術」において，構想段�階では，�

1）製作の目的を明確に�すること�

2）�　�よりよいアイディアが生み�出せるよう，�スケッ�

チや製作図をかくこと�

3）�　�製作段階では，�困難を解決�し�た方法を振り返る�

こと�

4）�　�他�者�と�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�と�り�な�が�ら�製�作�

を行うこと�

　これらを取り入れること�が言語活動を活発にさ�

せることにつながると考え�た。�

　�

3．実践�

（1）言語活動の充実�を図るための取組�

　技術分野での言語活動の�充実を図るために，作�

品を製作する過程を系統的�に記録�し�た�レ�ポー�ト�を�

作成�し�た�（図１）�。なぜなら，生徒が一連�の学習活�

動の中での様々なかかわり�を�レ�ポー�ト�にまとめる�

作業を通�し�て，論理的思考や生活�の課題を解決す�

る能力の育成につながると�考えたからである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　言語活動の充実を図るた�めに，�レ�ポー�ト�には，�

以下の４つの項目を設定�し�た。�

　①　�製作の目的に関するこ�と�

　②　�図に関すること�

　③　�困難を解決�し�た方法に関すること�

　④　�他者とのかかわりに関�すること�

　�

（2）項目の設定と4つの�レ�ベル�

　①～④の４項目を設定�し�，構想や製作の前に生�

徒に項目とその内容を伝え�ることで，生徒は項目�

を意識�し�ながら作品製作に取り組�むことができる。�

例えば，�「④　�他者とのかかわりに関する�こと」に�

ついて，構想を練ったり，�アイディアを生み出�し�

たり，また，製作過程で困�難に直面�し�たときなど�

は，他者とかかわることで�，より良いものが生み�

出されることは多い。そこ�で，意見交換を充実�し�

たものに�し�，その成果を自分の作品に生�かすため�

にも，話�し�合ったことを文字化�し�て記録�し�，整理�

し�ておくことが重要である�。そうすることで，自�

分の考えを違った観点から�振り返ることも可能に�

なる。�

　言語活動を充実させるた�めに，生徒に項目を意�

識�し�ながら�レ�ポー�ト�を作成させても，文字化�し�た�

ときの内容が筋道立てられ�ていなかったり，他者�

が理解できなかったりする�内容では，生徒の言語�

活動の充実が図れたとは言�えない。そこで，それ�

ぞれの項目の内容について�，生徒の記述内容別に�

４つの段階�（以下，�レ�ベル）�を設定�し�た。�

　図２に示�し�た４つのの�レ�ベルは，生徒に事前公�

開�し�た。そのことにより，生�徒はどのような記述�

をすればよいのかとい�う見通�し�をもつことができ�

た。また教師は，生徒�により高い�レ�ベルの記述が�

できるよう確かな支援�を行えるようになった。�

　�

4．成果について�

　今まで当校で行って�いた�レ�ポー�ト�作成は，作品�

の説明に終始すること�が多かった。�し�か�し�，生徒�

が作品を製作する上で�，経験するであろう問題解�

決の項目や他者とのか�かわりの項目及び�レ�ベル化�

を入れたため，製作活�動の振り返りや他者とのか�

かわりが活発になった�。�レ�ポー�ト�の内容も筋道立�

てること目指�し�て記入できるようになった。�また，�

製作において，自分よ�がりの作品にならないよう，�

様々な意見を取捨選択�し�，さらによいものを作ろ�

うとする姿も見られた�。�

　�

5．おわりに�

　今回は４つの項目を�設定�し�，�レ�ポー�ト�作成を行�

った。今後は，これら�の項目について，生徒の理�

解度に即�し�て項目の再構成を図る。�また，さらに�

言語活動を充実させ，�そのことが論理的思考や生�

活の課題を解決する能�力をはぐくむことにつなが�

るように，具体的な支�援方法や手だてについても�

検討�し�ていきたい。�

〈�レ�ベル1〉�
　ど�の�作�業�を�誰�に�手�伝�っ�て�も�ら�え�た�か�を�書�く�
ことができる。�
〈�レ�ベル2〉�
　１つの課題�（困難）�に対�し�て，�誰からどんなア�
ド�バイスをもらった�かを書くことができる�。�
〈�レ�ベル3〉�
　�レ�ベ�ル�２�に�対�し�て，自�分�の�意�見�（�肯�定�的�・�否�
定的）�を書くことができる。�
〈�レ�ベル4〉�
　�レ�ベル２に対�し�て，�他者とのやり取りの�過程�
を書くことができる�。�

新潟県上越市立城西中�学校　�松井　�明�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

製作活動を豊かにするための言語活動の工�夫�
～�「材料�と�加工�に�関す�る�技術」�での実践～�

（3）�　�生徒の記述例�

　�「④　�他者とのかかわりに関する�こと」について，�

ある生徒の記述を図３に示�す。�

　この生徒は，組立の工程�において寸法が合わず，�

困っていたときに友達に相�談�し�た時の様子を記述�

し�ている。そ�し�て，寸法が合わないとい�う困難に�

対�し�て，友達からのア�ド�バイスのみを記述�し�てい�

る。従って，図２における�「�レ�ベル２」と判断�し�

た。�その上で教師はその生徒�に対�し�て，�「自分はそ�

のア�ド�バイスをどのように考え行�動�し�たのか」な�

どと，さらに上の�レ�ベルに向けた指導をするこ�と�

ができた。�

　Ｋさんに相談�し�たら�「�１回組み立てて，新�し�

い線�を�引�き�かん�な�で�け�ず�れば�い�い�と�思�う。�」と�

分かりやすくてい�ねいに教えてもらい�ま�し�た。�

　けれど，�だいぶごさがあっ�てかんなでは，�作�

業計画の通りにい�かなくなったときに�，�またＫ�

さんが�「�のこぎりで切ってや�れば？」�といって�

くれ，なんとか終�わらせることができ�ま�し�た。�

図1　作品とレポート�

図3　生徒の記述例�

図2　「④ 他者とのかかわりに関すること」の4つのレベル�
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1．は�じ�めに�

　昨年，学習指導要領�の改訂が行われた。今回の�

改訂では教科の目標は�従来と同様であるが内容の�

構成は４つになり，す�べての内容を履修させるな�

ど大�きな�変化�があ�っ�た。また，A（�１）�の項�目で�は，�

ガイダンス機能の充実�を含めた学習を行うことで，�

一層，技術への関心を�高めるとともに，これから�

学習を進めていく内容�について様々な視点で捉え�

ることができるように�授業を計画�し�ていくべきで�

あると考える。�

　�

2．授業の計画�

　平成21年度から移行�措置期間となり，本年度は，�

特にA（�１）�の項目�に特�化�し�てカ�リキ�ュラム�を作�成�

し�た。�

　これまでは，１～２�時間程度で授業計画を作成�

し�ていたが，今回は５時間の計�画を立てた。�

ここで取り上げる内容�を次のとおり抽出�し�てみた。�

・教師の自己紹介と技�術との関わり�

・３年間の学習内容全�体の説明�

・各特別教室の利用方�法�

・安全指導�

・授業への取組み方�

・生徒の実態把握�

・技術とは何か�

・技術の役割�

・技術の過去・現在・�未来�

・環境やエネルギーの�問題と現代の技術�

・生徒が考える未来の�技術�

・技術の適切な評価　�など�

　�

3．授業のねらい�

　A（１）�の授業では，次のよう�なねらいを定めた。�

・技術・家庭科の特徴�を知らせる。�

・技術への関心を持た�せる。�

・学習内容と授業への�取組み方を知らせ，授業へ�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

臨む態度について徹底す�る。�

・生活や産業の中で技術が�果た�し�ている役割につ�

いて理解させる。�

・技術を適切に評価�し�ようとする態度を育てる。�

　�

4．授業の実践�

（1時間目）�

　最初の授業では，教師の�自己紹介を簡単に行う�

中で，教師の技術に対する�思いや経験から技術の�

発展や進歩について話�し�た。また，生徒の実態把�

握を行うためにプリン�ト�を配布�し�，これまで学ん�

できたものづくりや情報に�関わる内容の調査及び�

意識調査を行った。�

　さ�ら�に�技�術�・�家�庭�科�の�特�徴�や�3年�間�を�通�し�て�学�

んでいく学習内容について�，各特別教室の使い方�

と授業での約束事�（安全指導を含む）�の確認や評価�

の方法についても確認�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　生徒は，これらの技術に�ついて，あればいいな�

と期待はするもののどうせ�無理だろうと考えてい�

るものが多い。そこで，現�在，既に開発されてい�

る技術や関連する技術を数�多く説明�し�，あとどの�

ような技術が発展すれば可�能となるかを紹介�し�た。�

これにより，生徒とかけ離�れた技術であったもの�

が，少�し�近くに感�じ�られると共に関心を高める�こ�

とができたのでないかと感じ�られた。�

（3時間目）�

　コン�ピ�ュータ教室において，教�室の利用方法と�

コン�ピ�ュータの基本的な仕組みに�ついて説明�し�，�

３年間で学ぶ内容全般を教�師画面を見せながら確�

認�し�た。また，学校独自のシステ�ムや起動の仕方，�

IDとパスワー�ド�の設定などを行った。�生徒の実態�

把握のために，簡単なキー�ボー�ド�の入力とインタ�

ーネッ�ト�による検索も行った。情�報社会の素晴ら�

し�さや今後の可能性，また�使い手のモラルにも触�

れた。�

（4時間目）�

　�「技術とは何か」�を考える時間を設け，人と道�具�

の歴史から技術の発展につ�いて考えさせた。過去�

の人たちがどのような希望�や欲求を持ち，技術を�

発展させていったのかを考�え，現在の技術がいか�

に人間の生活を支えてきた�のか，また産業や生活�

をどのように変容させてき�たかを検討�し�た。�

　時代における技術の変容�を見ていく中で，エネ�

ルギーや環境問題などを通�し�て，現在の技術の適�

切な利用の仕方や社会に及�ぼす影響，取扱いにつ�

いても考えさせた。このこ�とから技術をどのよう�

に発展させていくべき�か検討させた。�

（5時間目）�
　50～100年後の未来の�技術について，�どのような�

技術が利用されていく�のか，また何が必要である�

かを考えさえた。また�これからの学習を通�し�て，�

環境や使う人を意識�し�たものづくりを行っていく�

ことや中学校技術・家�庭科の意義について学習を�

進めた。�

　�

5．おわりに�
　今回，�新学習指導要領の改訂の伴�い，�A（１）�の内�

容について，学習内容�を検討�し�授業に臨んだ。５�

時間の時間を使い，計�画立てて行うことで，生徒�

が技術についての関心�を高めることができたと感�

じ�た。�し�か�し�，学習指導要領が目指�す内容には，�

まだまだ検討と内容の�吟味が必要であるともいえ�

る。また，授業実践を�行っていく上では，教師が�

技術に関わる様々な知�識を身につけ，生徒に概念�

を伝達できるように研�鑽を積んでおく必要がある�

と実感�し�た。�

　生�徒�は，小�学�校�で�の�学�習�（�総�合�的�な�学�習�や�理�科，�

図�画�工�作�な�ど�）�か�ら�多�く�の�経�験�や�知�識�を�身�に�つ�け，�

様々な分野に興味を持�っており，それらの質問や�

疑問に答えていくこと�でさらに，関心を高めてい�

くことができる。�

　生徒の技術への関心�を高め，興味を引き出すに�

は，次のようなことが�必要であると言える。�

　�

・生徒の実態把�握をする。�
・教師の力量を�上げる。�
・適切な題材を�設定する。�
・系統的な指導�計画を作成する。　�など�
　�

　平成24年度には完全�に新学習指導要領での授業�

が行われていく。平成�22年度に入学�し�た生徒が３�

年生になった時は，完�全移行となる。次年度から�

は新学習指導要領で授�業を行う学校も増えていく�

ことになるであろう。�

　今後，小学校の教育�課程や高等学校の教育課程�

も参考に�し�，系統的に次年度以降の�カリキュラム�

を作成�し�ていきたい。また私自身，�技術の本質を�

伝えることができるよ�うにさらに研鑽を積んでい�

きたい。�

生活や産業の中で技術が果た�し�ている役割に関心を持たせ�る授業�
～ガ�イ�ダ�ン�ス�機能の強化�と�関心�を�高め�る�授業への取�り�組み～�

長崎県長与町立長�与第二中学校　�山田　�圭一郎�

【プリン�ト�の内容】�
・ものづくりは好きであるか�

・自分は器用だと思うか�

・これまでに製作�し�たことがあるもの�

・これまでに使用�し�たことがある工具や機�械�

・作ってみたいもの�

・�こ�んな�もの�が�世の�中�にあ�った�ら�いい�な　�な�ど�

（2時間目）�

　生徒が提出�し�たプリン�ト�を参考に「世の中にあ�

ったらいいもの」について�解説を�し�ていった。�

【生徒が記入�し�た例】�
・物や人を瞬間移動できる機�械�

・空を飛ぶ車�

・タイムマシン�

・環境を汚さないエネルギー�で動く車�

・お手伝いロボッ�ト�

・立体的に映るテ�レ�ビ�　　など�

図　生徒が考える「世の中にあったらいいもの」�
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1．は�じ�めに�

　技術・家庭科で果た�すべき役割は，社会の変化�

に主体的に対応できる�人間の育成であり，将来に�

わたって自立�し�た生活を営むことができる力�を身�

に付けさせることにあ�る。�

　そのためには，生活�に必要な基礎的・基本的な�

知識及び技術を確実に�習得させ，学習�し�たことを�

生活に生かす実践力を�はぐくむ必要がある。�

　そこで，魅力ある年�間指導計画の立案とガイダ�

ンスの工夫を通�し�て，ねらいに迫ることを考�えた。�

2．概　要�

（1）�　�指導計画の作成�について�

　教科指導を効果的に�充実させるためには，３年�

間の指導計画が必要で�ある。立案のポイン�ト�につ�

いて以下に示す。�

①　�基礎的・基本的な�知識及び技術の確実�な定着�

ア　小学校・中学校の�対照表�

　中学校の基礎・基本�を明確にすることはもちろ�

ん，小学校家庭科の学�習内容を踏まえ，基礎から�

応用へ段階的に発展さ�せることができるように，�

指導内容の対照表�（表１）�を各項目で作成�し�た。�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

3．おわりに�

　この年間指導計画と�「学ナ�ビ�すごろく」は，次�

年度から実施する予定�であり，今は準備の段階で�

ある。これから，学習�ワークシー�ト�作成や教材の�

製作をすることとなる�。実践後，成果と課題につ�

いて発表できる機会が�あればと考える。�

参考資料　　中学校学習指導要領　文部�科学省�

　１つ目は，ス�ト�ーリー性のある指導計�画を考え�

た。�成長過程を踏まえ大題材を�組み立てた。�「中学�

生になるまで」�「中学生と�し�て～自立�し�よう１～」�

「高校生・大学生になると�」と続く。成長が進む�

につれて生活するために必�要と予想される事柄を，�

小題材名と�し�た。生徒自らが関心を持ち�取り組む�

よう配慮�し�た�（表２小題材欄参照）�。�

　２つ目は，学んだことが�実際の生活で生か�し�や�

すいように適時性を考慮�し�た。例えば，１学年前�

半では，�「中学生と�し�て・制服の手入れを�し�よう」�

を学習�し�，習得�し�た知識・技術をすぐに�生活で生�

かせるよう配慮�し�た�（表２内容項目欄参照）�。４つ�

の項目を繰り返�し�学習できるため，継続�し�て関心�

を持ち実践力につながるの�ではないかと考えた。�

③　�生活に生かす実践力�

　技術・家庭科の最終的な�目標は，習得�し�た知識�

や技術を活用�し�，生活を工夫�し�たり創造�し�たりす�

る能力と実践的な態度であ�る。そこで，以下の流�

れを指導計画に組み入れ生�活に生かす実践力をは�

ぐくむ�（図１）�。�

　授�業�で�体�験�・�実�践�学�習�時�間�を�で�き�る�だ�け�多�く�確�保し�基�

礎・基本を定着させる。自分の生活の中�で具体的に計画を�

立て実践する。一連の内容を振り返り，�改善点を見つけよ�

りよい生活ができるように考え�レ�ポー�ト�にまとめる。関連�

欄には，思考は�「思」�，�レ�ポー�ト�は�「�レ�」�，体験・実践は�「実」�

と記入�し�た�（表２関連欄参照）�。�

＊�レ�ポー�ト�のまとめ方などについては，実験の結果�なども�

まとめさせ，表現の仕方を段階的に指導�する。�

学ナ�ビ�す�ご�ろ�く�
～将来�に�わた�っ�て，�自立�し�た生活�を�営むため�に�～�

宮城県富谷町立成�田中学校　�小倉　�智秋�

イ　�「繰り返�し�学習」の導入�

　生活経験の少ない生�徒が多く，実習で一度取り�

上げただけでは，技術�が身に付かないことがある。�

学習�し�て身に付けた力を生活に�生かす実践力を育�

むためには，繰り返�し�学習することが必要である。�

特に，定着�し�にくい技術を繰り返�し�学習させる。�

②　�題材の配列�

　指導を効果的に行う�ためには，題材の配列を考�

える必要がある。考慮�し�た２つのポイン�ト�につい�

て以下に示す。�

（2）�　�ガイダンスの工夫�

　今回の改訂では，小学校�家庭科の学習内容との�

体系化が図られ，ガイダン�スを第１学年の最初に�

履修させることになった。�小学校での学習を踏ま�

えて，中学校３学年間の学�習の見通�し�を持たせる�

ことがねらいである。そこ�で題材名をマスに入れ�

「学ナ�ビ�すごろく」�（図２）�を製作�し�た。さらに，�

小学校の既習問題が書いて�ある吹き出�し�付きのマ�

スは，正解するとコマを進�めることができる。小�

学校で学んだことが中学校�の学習にどう結び付き�

発展するのかが分かり，３�年間の学習の流れをつ�

かむことができる。さらに�ゲームの流れは成長過�

程になっており，学習の必�要性を感�じ�るのではな�

いかと考えた。ゲームを通�し�て学習することへの�

期待と意欲を高めたい。ま�た，学年最後の学習と�

し�て「学ナ�ビ�確認すごろく」に取り組ま�せる。基�

礎的・基本的な内容の質問�があり，正解すればコ�

マを進めることができる内�容となっており，確実�

な定着につながる。�

自�

中学校 （2）イ� 小学校 （2）ア�

家族とのかかわりについては,
互いの立場や役割を理解し,協
力して家族関係をよりよくする
ことが大切であることに気付く�

家庭には,自分の生活とともに
家族一人一人の生活があり,互
いに支え合っていることに気付
く�

表1. 小・中対照表（内容A一部抜粋）�

図1. 学習の流れ�

自 立�

よりよい生活の実践�

生活課題 → 具体的実践 → レポート�

基礎的・基本的な知識及び技術の習得�
（実践的・経験的な学習活動の導入）�

図2. 学ナビすごろく高校生・大学生（一部抜粋）�

高校生・大学生になると�
「バランスのとれた食事をしよう�
自炊レシピをマスターしよう」�

① 宮城の旬カレンダーを作ろう�

② 旬をおいしく食べよう Ⅰ �
（野菜料理）�

③ 旬をおいしく食べよう Ⅱ �
（魚料理）�

野菜の栄養素？�
A　たんぱく質�
B　ビタミン�
C　無機質�
正解したら3つ進む�

ま�

表2　指導計画�

時数�大題材� 小　�題　�材� 関連�内容項目�

1

2

3

4

中�
学�
生�
に�
な�
る�
ま�
で�

1　学ナビ�ご�す�ろ�く�

①成長のあ�し�あ�と�を�ま�と�めてみよ�う�Ⅰ～今ま�での私～�

　成長のあ�し�あ�と�を�ま�と�めてみよ�う�Ⅱ～今ま�での私～�

②家族の一員�と�し�て� 思�

Ａ�（1）�ア�

Ａ�（2）�ア�

Ａ�（2）�ア�イ�

Ａ�（2）�ア�イ�

2　制服の手�入れを�し�よ�う�
　�　�①糸は何か�ら�でき�ている�の？�5 Ｃ�（1）�ウ�

②繊維の性質を�探ろ�う�～実験方法を�考え�てみよ�う�～�

③繊維の性質を�探ろ�う�～実験・�レポー�ト�を�ま�と�める�１～�

　繊維の性質を�探ろ�う�～実験・�レポー�ト�を�ま�と�める�２～�

④�制服の手入れ～実践�し�よ�う�Ⅰ�（ア�イ�ロ�ン�，�ボタ�ン�つけ，�ブラ�シ�かけ）�

　制服の手入れ～実践�し�よ�う�Ⅱ�（ア�イ�ロ�ン�，�ボタ�ン�つけ，�ブラ�シ�かけ）�

　制服の手入れ～実�践�し�よ�う�Ⅲ�（洗濯�と�シ�ミ�抜き�）�

　制服の手入れ～実�践�し�よ�う�Ⅳ�（洗濯�と�シ�ミ�抜き�）�

3　�じ�ょ�う�ぶな体で部活に�励も�う�
　�　�①栄養素の種類�と�はた�ら�き�を�ま�と�めよ�う�

　バラ�ン�ス�のよ�い朝食を�作ろ�う�Ⅱ�（フ�レ�ン�チ�ト�ース�ト�＆Myサラ�ダ）�

②栄養素カ�ルタ�に�挑戦�し�よ�う�

③マス�コ�ッ�ト�ふき�んを�作ろ�う�Ⅰ�（食品群を�覚え�よ�う�）�

　マス�コ�ッ�ト�ふき�んを�作ろ�う�Ⅱ�（食品群別摂取量の�めやす）�

④食品群カ�ー�ド�ゲームを�し�よ�う�（ど�れ�く�ら�い食べればよ�いのだろ�う�）�

⑤バラ�ン�ス�のよ�い朝食を�作ろ�う�Ⅰ�（献立を�立てよ�う�）�

4　快適な部�屋で学習�し�よ�う�
　�　�①快適な部屋に�する�ために�Ⅰ�（安全，安心な部屋�）�

　快適な部屋に�する�ために�Ⅱ�（音�と�生活�と�のかかわ�り�）�

　快適な部屋に�する�ために�Ⅲ�（室内の空気調節�）�

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

中�
学�
生�
と�
し�
て�～

�

自�
立�
し�
よ�
う�
１�～

�

5　自分�ら�し�い着�こ�な�し�を�マス�タ�ー�し�よ�う�
　�　�①TPOに�応�じ�た着�こ�な�し�23

②自分に�似合�う�色や形を�探そ�う�

③既製服の選び方Ⅰ�（消費者�と�し�ての自覚）�

　既製服の選び方Ⅱ�（販売方法の特徴）�

④環境に�配慮�し�た衣生活�

6　�バラ�ン�ス�の�と�れた食事を�作ろ�う�～自炊�レ�シ�ピ�を�マス�タ�ー�し�よ�う�～�
　�　�①宮城の旬カ�レン�ダーを�作ろ�う�

②旬を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅰ�（野菜編　煮る�）�

　旬を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅱ�（野菜編　炒める�）�

　旬を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅲ�（魚編）�

③肉を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅰ�（部位�と�料理）�

　肉を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅱ�（焼�く�）�

　肉を�おい�し�く�食べよ�う�Ⅲ�（煮る�）�

＊学ナビ�確認すご�ろ�く�

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

高�
校�
生�
・�
大�
学�
生�
に�
な�
る�
と�～

�

自�
立�
し�
よ�
う�
２�～

�

思�

レ�

レ�

実�

実�

実�

実�

思実�

思�

思�

実�

思�

思�

実�

実�

実�

実�

実�

実�

Ｃ�（1）�イ�ウ�

Ｃ�（1）�イ�ウ�

Ｃ�（1）�イ�ウ�

Ｃ�（1）�イ�ウ�

Ｃ�（1）�イ�ウ�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｂ�（1）�ア�

Ｂ�（1）�ア�

Ｂ�（2）�ア�

Ｂ�（2）�ア�

Ｂ�（2）�ア�

Ｂ�（2）�イ�

Ｂ�（3）�ア�

Ｃ�（3）�イ�

Ｃ�（3）�イ�

Ｃ�（3）�イ�

Ｃ�（1）�ア�

Ｃ�（1）�ア�

Ｃ�（1）�イ�

Ｃ�（1）�イ�

Ｃ�（1）�イ�

Ｂ�（2）�ウ�

Ｂ�（3）�ア�

Ｂ�（3）�ア�

Ｂ�（3）�ア�

Ｂ�（3）�ア�

Ｂ�（3）�ア�

Ｂ�（3）�ア�

第1学年�
時数�大題材� 小　�題　�材� 関連�内容項目�

1

2

3

4

社�
会�
人�
に�
な�
る�
と�

7　賢い消費者�に�なろ�う�
　�　�①消費者の権利�と�責任に�ついて知ろ�う�

②買い物上手に�なろ�う�Ⅰ�（情報の収集�と�選択）�

　買い物上手に�なろ�う�Ⅱ�（支払�と�活用）�

　買い物上手に�なろ�う�Ⅲ�（循環型社会を�目指�し�て　�調べよ�う�）� 思�

Ｄ�（1）�ア�

Ｄ�（1）�ア�イ�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

第2学年�

レ�5

Ｄ�（1）�イ�

　買い物上手に�なろ�う�Ⅳ�（循環型社会を�目指�し�て　�ま�と�めよ�う�）�

8　健やかな成�長を�願�っ�て�
　�　�①幼児�と�家族�

②幼児�と�成長Ⅰ�（体の発達）�

　幼児�と�成長Ⅱ�（心の成長）�

　幼児�と�成長Ⅲ�（心身の発達�と�生活）�

　幼児�と�成長Ⅳ�（自立の基礎）�

　幼児�と�成長に�ついてま�と�めよ�う�（�レポー�ト�）�

　幼児�と�遊びⅡ�（遊び道具�と�環境）�

　幼児�と�遊びⅢ�（手作�り�おも�ち�ゃ�の構想�と�計画①）�

　　　　　　　�（手作�り�おも�ち�ゃ�の構想�と�計画②）�

　幼児�と�遊びⅣ�（手作�り�おも�ち�ゃ�の製作①）�

　　　　　　　�（手作�り�おも�ち�ゃ�の製作②）�

④幼児�と�交流�し�よ�う�（手作�り�おも�ち�ゃ�を�使�っ�て遊ぼ�う�①）�

　幼児�と�交流�し�よ�う�（手作�り�おも�ち�ゃ�を�使�っ�て遊ぼ�う�②）�

⑤体験活動を�振�り�返�っ�て�レ�ポー�ト�を�ま�と�めよ�う�

③幼児�と�遊びⅠ�（遊びの意義�と�種類）�

家�
族�
の�
一�
員�
と�
し�
て�～

�

家�
族�
の�
た�
め�
に�
①�～

�

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

思�

思�

思実�

思実�

実�

実�

レ�

Ａ�（3）�ア�

Ａ�（3）�ア�

Ａ�（3）�ア�

Ａ�（3）�ア�

Ａ�（�2）�ア�イ�

Ａ�（�2）�ア�イ�

Ａ�（2）�ア�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

Ａ�（3）�イ�

②住空間の利用�

③住ま�いの安全�

10　生�活を�豊かに�
　�　�①生活に�役立つ小物を�作ろ�う�Ⅰ�（調査�し�よ�う�）�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�Ⅱ�（計画�し�よ�う�）�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�Ⅲ�（基礎縫いを�マス�タ�ー�し�よ�う�①）�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�Ⅳ�（基礎縫いを�マス�タ�ー�し�よ�う�②）�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�Ⅴ①�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�②�

　生活に�役立つ小物を�作ろ�う�③�

②食品を�おい�し�く�保存Ⅰ�（いろ�いろ�な保存方法を�調べよ�う�）�

　食品を�おい�し�く�保存Ⅱ�（ふ�り�かけを�作ろ�う�）�

　食品を�おい�し�く�保存Ⅲ�（ジ�ャ�ムを�作ろ�う�）�

9　家族�と�快適に�生活�し�よ�う�
　�　�①地域�と�住ま�い（地域の特徴を�探ろ�う�）�21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35 ＊学ナビ�確認すご�ろ�く�

家�
族�
の�
一�
員�
と�
し�
て�～

�

家�
族�
の�
た�
め�
に�
②�～

�

思�

思�

思�

実�

実�

思�

思�

実�

実�

レ�

思�

Ｃ�（2）�ア�

Ｃ�（2）�ア�

Ｃ�（2）�ア�

Ｃ�（2）�ア�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｃ�（2）�ア�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｂ�（2）�ウ�

Ｃ�（1）�ウ�

Ｂ�（2）�ウ�

Ｂ�（2）�ウ�

Ｂ�（2）�ウ�

　食品を�おい�し�く�保存Ⅴ�（家庭で実践　計画を�）�

時数�大題材� 小　�題　�材� 関連�内容項目�

0.5

2

3

4

地�
域�
の�
一�
員�
と�
し�
て�～

�
環�
境�
に�
や�
さ�
し�
い�
生�
活�～

�

11　地�域を�知ろ�う�
　�　�①地域マ�ッ�プを�作ろ�う�

②郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅰ�（宮城の郷土料理�その１）�

　郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅱ�（宮城の郷土料理�その２）�

　郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅲ�（宮城の郷土料理�その３）�

思�

実�

思�

Ｄ�（2）�ア�

Ｂ�（3）�イ�

Ｂ�（3）�イ�

Ｂ�（3）�イ�

第3学年�

レ�

5

実�Ｂ�（3）�イ�

　郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅳ�（郷土料理を�調査�し�よ�う�）�

1

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

　郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅴ�（郷土料理の計画�）�

　郷土料理に�挑戦�し�よ�う�Ⅵ�（郷土料理を�作ろ�う�）�

③郷土料理�レ�ポー�ト�を�作ろ�う�

12　循�環型社会を�目指�し�て，生活を�工夫�し�よ�う�
　�　�①ゴ�ミ�に�ついて考え�る�

　�　�②私たちに�でき�る�こ�と�
　　エコ�バ�ッ�グ�の製作Ⅰ�

　エコ�バ�ッ�グ�の製作Ⅱ�

　エコ�バ�ッ�グ�の製作Ⅲ�

　環境�レ�ポー�ト�を�ま�と�めよ�う�Ⅱ�

③光熱費のス�リ�ム化を�考え�よ�う�

　エコ�ク�ッ�キン�グ�に�挑戦Ⅰ�

　エコ�ク�ッ�キン�グ�に�挑戦Ⅱ�

④環境�レ�ポー�ト�を�ま�と�めよ�う�Ⅰ�

＊学ナビ�確認すご�ろ�く�

実�

思�

実�

実�

実�

レ�

実�

実�

レ�

レ�

Ｂ�（3）�イ�

Ｂ�（3）�イ�

Ｂ�（3）�イ�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

Ｄ�（2）�ア�

関連欄　�「思」＝思考　�「�レ�」＝�レ�ポー�ト�　�「実」＝体験・実践�
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家庭科�，�技術�・�家庭科の移行措置資料�
�

家庭科�，�技術�・�家庭科の移行措置資料�
�

教科�

　小学校家庭科�の教育課程基準の改善�の基本方針と�し�て�「家庭科，�技術・家庭科に�ついては，�その課題を踏�
まえ，�実践的・体験的な�学習活動を通�し�て，�家族と家庭の役�割，�生活に必要な衣，�食，�住，�情報，�産業等に�
ついて�の基�礎的�な理�解と技�能を�養う�とと�もに，そ�れら�を活用し�て�課題�を解�決す�るため�に工�夫�し�創造�でき�る�
能力と実践的な�態度の育成を一層重視�する観点から，�その内容の改善を�図る。�その際，�他教科との連携を図�
り，�社会において子ども�たちが自立的に生きる�基礎を培うことを特�に重視する」�ことが示されてい�ます。�小�
学校家庭科と他�教科との関連は，以下�のような事項があり�ます。�

小学校家庭科の移行措置資料�

学年� 項　　目� 内　　　容�

○長さの単位�（㎜，㎝，m）�・体積の単位�（　，　，　�）�

○重さについて単位と測定の意味を理解�し�，�重さの測定ができるようにする。�重さの�
単位�（ｇ，㎏）�。�
○長さや重さについておよその見当を�付けたり，目的に応�じ�て�単位や計器を適切に�
選んで測定�し�たりできるようにする。�

○小数や分数を具体物，図，数直線を用�いて表�し�，大きさを比べる活動。�
○長さ，体積，重さのそれぞれについて�単位の関係を調べる活動。�
○日時や場所などの観点から資料を分類�整理�し�，表を用いて表す活動。�

○小数と分数について加法・減法。�
○概数について理解�し�，目的に応�じ�て用いることができるようにする。�

○飲料水，�電気，�ガスの確保や廃棄物の処理と自分たちの�生活や産業とのかかわりを�
見学，�調査�し�たり資料を活用�し�たり�し�て調べ，�これらの対策や事業は地域の人々の健�
康な生活や良好な生活環境の維持と向上�に役立っていることを考えるようにする�。�
・�「飲料水，電気，ガス」�については選択�し�て取り上げ，節水や節電などの資源の有�
効な利用についても扱うこと。�
・�「廃棄物の処理」�については，ごみ，下水のいずれかを選�択�し�て取り上げ，廃棄物�
を資源と�し�て活用�し�ていることについても扱うこと。�

○地域には生産や販売に関する仕事が�あり，それらは自分たちの生活を支えてい�る�
ことを見学�し�たり，�調査�し�たり�し�て調べ，�それらの仕事に携わっている人々の工夫�を�
考えるようにする。�
・�「�販売」�については，商店を取り上げ，販売者の�工夫を消費者の側の工夫と関連付�
けて扱うようにする。�

○地域の人々の生活について，�次のことを見学，�調査�し�たり�し�て調べ，�人々の生活の�
変化や人々の願い，地域の人々の生活の向�上に尽く�し�た先人の�働きや苦心を考える�
ようにする。�
ア．古くから残る暮ら�し�にかかわる道具，それらを使っていたこ�ろの暮ら�し�の様子。�

○様々な食料生産が国民の食生活を支�えていること，食料の中には外国から輸入�し�
ているものがあること。�
○食料生産に従事�し�ている人々の工夫�や努力，生産地と消費地を結ぶ運輸などの�働�
き。�

○日陰の位置の変化や，�ひなたと日陰の地面の様子を調べ，�太陽と地面の様子との関�
係についての考えをもつことができるよ�うにする。�

○金属，水，空気を温めたり冷や�し�たり�し�て，それらの変化�の様子を調べ，金属，�
水，空気の性質についての考えをもつこ�とができるようにする。�

○植物を育て，植物の発芽，成長及び，結�実の様子を調べ，植�物の発芽，成長及び，�
結実とその条件についての考えをもつこ�とができるようにする。�
・�「種子の中の養分」については，でんぷ�んを扱うこと。�

量と測定�

量と測定�

算数的活動�

数と計算�

2

3

4

算�
　�
数�

飲料水，電気，�
ガスの確保や�
廃棄物の処理�

地域の人々の�
生産や販売�

地域の人々の生活�

3・�4

わが国の農業や�
水産業�

5

社�
　�
会�

太陽と地面の様子�

金属，水，空気と�
温度�

植物の発芽，�
成長，結実�

3

4

5

理�
　�
科�

○物を燃や�し�，�物や空気の変化を調べ，�燃焼の仕組みについての考えをもつこと�がで�
きるようにする。�
ア．植物体が燃えるときには，空気中の�酸素が使われて二酸化炭素ができること�。�

燃焼の�し�くみ�

6
理�
　�
科�

○いろいろな水溶液を使い，�その性質や金属を変化させる様子を調べ�，�水溶液の性質�
や働きについての考えをもつことができ�るようにする。�

○イ．�食べ物は，�口，�胃，�腸などを通る間に消化，�吸収され，�吸収されなかった物は�
排出されること。�

水溶液の性質�

人の体のつくり�と�
働き�

○学校の施設の様子�及び先生など学校生活を支えている人々�や友達のことが分か�り，�

楽�し�く遊びや生活が�できるようにするとともに，通学路の様子�やその安全を守っ�て�

いる人々などに関心をもち，安全な登下�校ができるようにする。�

○家庭生活を支えて�いる家族のことや自分でできることな�どについて考え，自分の�

役割を積極的に果た�すとともに，規則正�し�く健康に気を付けて生活することがで�き�

るようにする。�

○自分たちの生活や�地域の出来事を身近な人々と伝え合う�活動を行い，身近な人々�

とかかわることの楽�し�さがわかり，進んで交流することができ�るようにする。�

○自分自身の成長を振り返り，�多くの人々の支えにより自分が大きくな�ったこと，�自�

分でできるようになったこと，�役割が増えたことなどが分かり，�これまでの生活や成�

長を支えてくれた人�々に感謝の気持ちをもつとともに，これか�らの成長への願い�を�

もって，意欲的に生活することができる�ようにする。�

内容�1・�2

生�
　�活�
　�科�

（1）�健康の大切さを認識するとともに，�健康によい生活について理解できるよう�にす�
る。�

・毎日を健康に過ごすには，�食事，�運動，�休養及び睡眠の調和のとれた生活を続け�る�
こと，また，体の清潔を保つことなどが�必要であること。�
・毎日を健康に過ごすには，�明るさの調節，�換気などの生活環境を整えることなどが�
必要であること。�

健康の大切さ�

○体の発育・発達について理解できるよ�うにする。�
・体をよりよく発育・発達させるには，�調和のとれた食事，�適切な運動，�休養及び睡�
眠が必要であること。�

体の発育・発達�

○病気の予防について理解できるように�する。�
・生活習慣病など生�活行動が主な要因となって起こる病気�の予防には，栄養の偏り�
のない食事をとること，�口腔の衛生を保つことなど，�望ま�し�い生活習慣を身に付ける�
必要があること。�

病気の予防�

（5）�保健の内容のうち食事，�運動，�休養及び睡眠については，�保健を除く第3学年以上�
の各�領�域�及び�給�食�に関�す�る�指導�に�お�いて�も�関�連�し�た�指�導�を行�う�よ�う配�慮�す�るこ�
と。�

内容の取り扱い�

3・�4

5・�6

体�
　�
育�

○健康や安全に気をつけ，�物や金銭を大切に�し�，�身の回りを整え，�わがままを�し�ない�
で，規則正�し�い生活をする。�

主と�し�て自分自身�
に関すること�

○幼い人や高齢者など身近にいる人に温�かい心で接�し�，親切にする。�
○日ごろ世話になっている人々に感謝す�る。�

主と�し�て他の人と�
のかかわり�

○父母，祖父母を敬愛�し�，進んで家の手伝い�などを�し�て，家族の�役に立つ喜びを知�
る。�

主と�し�て集団や�
社会とのかかわ�り�

○父母，祖父母を敬愛�し�，家族みんなで協力�し�あって楽�し�い家庭をつくる。�
主と�し�て集団や�
社会とのかかわ�り�

○生活習慣の大切さを知り，自分の生活�を見直�し�，節度を守り節制に心掛ける。�
主と�し�て自分自身�
に関すること�

○父母，祖父母を敬愛�し�，家族の幸せを求めて，進んで役に立つ�ことをする。�
主と�し�て集団や社�
会とのかかわり�

1・�2

3・�4

5・�6

道�
　�
徳�

●家庭科にかかわる他教科の学習内容�
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家庭科�，�技術�・�家庭科の移行措置資料�
�

新学習指導要領は，�技術に関する教育を体系的に行う視点から，�小学校での学習を踏まえ�
て改訂がされています。�ここでは小学校理科の学習指導要領に示されている技術分野との�
関連事項についてまとめま�し�た。�

技術分野と関連する�

小学校理科の学�習�

項　　目� 内　　　容�

Ａ�．�

材�
料�
と�
加�
工�

金属，�水及び空気を温めると，�それらの体積は膨張�し�，�冷やすと収縮する。�物によってその温まり方に�
は違いがあること。生活との関連で鉄道の�レ�ールの膨張などを取り上げる。�

Ａ�（2）�金属，�水，�
空気と温度�（4年）�

力を加える位置や大きさを変えると，�てこを傾ける働きが変わる。�てこを傾ける働きの大きさは関係式�
で表され，�両側のてこを傾ける働きの大きさが等�し�いときにつり合う。�身の回りの様々な道具で，�てこ�
の規則性が利用されている。�【てこやてんびんを利用�し�たはかり】�

Ａ�（3）�て�こ�の�規則性�
（6年）�

植物の体内には水の通り道があり，すみずみまで水が行きわ�たっている。�
Ｂ�（2）�植物の養分と�
水の通り道�（6年）�

A（2）�風やゴムの動き�
（3年）�

風を当てたときの物の動く様子を比較�し�ながら，�風の強さによって物の動く様子に違いがある。�ゴムの�
元に戻ろうとする力の強さによって物の動く様子に違いがあ�る。�【風やゴムの力で動く自動車，�風車】�

A（3）�光の性質�（3年）�
光の反射・集光。�日光の当て方と明るさや暖かさ。�日光を当てると物が暖かくなることが，�太陽熱温水�
器などに活用されている。�【平面鏡を使って物を明るく�し�たり暖かく�し�たりする装置】�

A（4）�磁石の性質�
（3年）�

磁石に引き付�けられる物�と引き付け�られない物が�ある。磁石と物�との間を開�けても引き�付ける力が働�
いている。�【極の働きや性質を使って動く自動車や船�】�

A（5）�電気の通り道�
（3年）�

回路ができ�ると電気が�通り，豆電球が�点灯する。回路�の一部に，身�の回りにあ�るいろいろ�な物を入れ，�
豆電球が点灯するかどうかを調べる。�【スイッチ，テスター】�

乾電池の向きとモーターの回転方向から，�電流の向きについてとらえる。�光電池は電気を起こす。�光電�
池に当てる�光の強さと�電流の強�さを関係付�ける。�〈簡易検�流計，回路図�記号�（乾電�池，豆電球，スイ�ッ�
チ）�。発光ダイオー�ド�（電流の向きを確認）�〉�。�【乾電池や光電池を用いた自動車やメリーゴーラン�ド�】�

Ａ�（3）�電気の働き�
（4年）�

電磁石の導線に電流を流�し�，�電磁石の強さの変化について追究する。�電流の働きについて条件を制御�し�
て調べる。電流に�は磁力を発�生させる働�きがあると�ともに，電流の�向きを変え�ると電磁石�の極が変わ�
る。電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わ�る。�【モーター，ク�レ�ーン】�

Ａ�（3）�電流の働き�
（5年）�

電気は，つくり�だ�し�たり�蓄えたり�すること�や，光，音，熱などに変�えること�ができる。電�熱線の発�熱�
は，�その太さによって変わる。�身の回りには，�電気の性質や働きを利用�し�た道具がある。�〈手回�し�発電�
機，電子オルゴール，コンデンサ〉�。�【風力発電，蓄電池を利用�し�た自動車】�

Ａ�（4）�電気の利用�
（6年）�

力を加える位置や大きさを変えると，�てこを傾ける働きが変わる。�てこを傾ける働きの大きさは関係式�
で表され，�両側のてこを傾ける働きの大きさが等�し�いときにつり合う。�身の回りの様々な道具で，�てこ�
の規則性が利用されている。�【てこやてんびんを利用�し�たはかり】�

Ａ�（3）�てこの規則性�
（6年）�

Ｂ�．�

エ�
ネ�
ル�
ギ�ー

�

変�
換�

Ｂ�（1）�昆虫と植物�
（3年）�

植物の体は根，�茎及び葉からできていて，�根は地中にあること，�茎は葉や花をつけることなどの体のつ�
くりの特徴。複数の種類の植物の体のつくりを比較�し�て観察�し�，共通性があることをとらえる。�

Ｂ�（2）�身近な自然の�
観察�（3年）�

様々な種類の植物を観察�し�，�それぞれに固有の形態がある。�生物は，�その周辺の環境とかかわって生き�
ている。直接観察することに加え，細かい部分を拡大する。�〈虫眼鏡，携帯型の顕微鏡など〉�。�

暖かくなる夏�までは体全�体の成長が�顕著に見られ，寒�くなり始め�ると体全体�の成長はほ�とんど見られ�
ないが結実す�るなど季節�によって植�物の成長の仕�方に違いが�あることや，冬�になると種�子をつくって�
枯れたり形態を変えて越冬�し�たりすることなどをとらえる。�

Ｂ�（2）�季節と生物�
（4年）�

Ｂ�（1）�植物の発芽，�
成長，�結実�（5年）�

条件を制御�し�ながら発芽の様子を調べ，�発芽には水，�空気及び適当な温度が必要なことをとらえる。�植�
物の成長は，日光や肥料などに関係する。結実には受粉が必�要であることをとらえる。�

動物の発生や�成長につい�て推論�し�な�がら追究す�る。魚を育て観�察�し�，雌雄では�体の形状が�異なること，�
卵の中が変化する様子やふ化する様子，�卵の中には育つための養分が含まれていることをとらえる�。�水�
中の小さな生物を観察�し�，魚は，水中にいる小さな生物を食べて生きていることをとら�える。�

Ｂ�（2）�動物の誕生�
（5年）�

Ｂ�（3）�生物と環境�
（6年）�

植物は水が不�足すると枯�れて�し�まう。生�物は水及び空�気を通�し�て�周囲の環境�とかかわっ�て生きている。�
植物は光が当たると二酸化炭素を取り入れて酸素を出す。�

Ｃ�．�

生�
物�
育�
成�

注：Ｄ�.�情報には理科の指導要領と関連�し�た記述はありません。�
　　表中の〈　　〉内は取り扱う道具を，�【　　】内はものづくりの例を示�し�ています。�

イ�　 ン　 フ�　  ォ�　 メ�　 ー�　 シ�　 ョ�　  ン�
�

　先日，�娘の通う小学校から�「食育�

ア�ン�ケ�ー�ト�の�お�願�い」と�い�う�手�紙�

を�受�け�取�っ�た。そ�こ�に�は�保�護�者�の�

方�が�知�っ�て�い�る，県�の�郷�土�料�理�を�

教えてください。�さらに，�知ってい�

る�市�の�郷�土�料�理�が�あ�れ�ば�記�入�し�て�

くださいという設問があった。�

　県�の�郷�土�料�理�は�い�く�つ�か�浮�か�ん�

だ�が，市�の�郷�土�料�理�は�思�い�つ�か�ず�

残念に思っていたところ，�この�『日�

本�各�地�の�味�を�楽�し�む　食�の�地�図』�

をみつけ，さっそく手にとった。�

　本�書�で�目�を�ひ�く�の�は，地�図�帳�で�

なじ�み�の�あ�る，各�都�道�府�県�地�図�の�

上�に�各�地�の�特�産�物�・�郷�土�料�理�が�書�

かれているところである。�

　た�と�え�ば，福�島�県�の�地�図�を�開�い�

てみると，北部には�「�ほっき飯」�や�

「喜多方ラーメン」�が，�そ�し�て福島�

県�の�郷�土�料�理�と�し�て�知�ら�れ�て�い�る�

「こづゆ」�は中部地方に，�南部には�

「そば団子汁」�や�「はっとう」�があ�

る�と�い�う�の�が�一�目�で�わ�か�る�よ�う�に�

な�っ�て�い�る。地�域�の�食�文�化�を�学�ぶ�

参考にどうぞ。�

（�編集部）�

日本各地の味を楽�し�む�

食の地図�

図書紹介�
�

岸　朝子　監修�
帝国書院編集部編�

帝国書院／定価2,100円�（税込）�

目　次�（抜粋）�

巻頭特集�

・�旅�の�楽�し�み�は�地�元�の�味�を�い�た�だ�

く�こ�と�・�江�戸�時�代�の�再�現�料�理�を�楽�

し�む�・信州�須坂　�蔵�の町�並�みに食�文�

化が伝わる・帯�広の洋菓子，�松江の�

和菓�子・関�東地�方の�旅�の楽�し�み　�駅�

弁大集合・軽井�沢から佐久へ�

旅先で楽�し�む�

・�名�物�菓�子�・�ご�当�地�ソ�フ�ト�ク�リ�ー�

ム・�野菜を�超え�たフ�ル�ーツ感�覚　�ト�

マ�ト�・新鮮�な地�産食�材�をどう�ぞ　�市�

場�・�ミ�ュ�ー�ジ�ア�ム�カ�フ�ェ&レ�スト�

ラン・食のミュ�ージアム�

県の郷土料理別地図�

〈特集〉�　�鶴岡，会津若松，�川越　�

江�戸�・�東�京�の�伝�統�料�理�／�自�由�が�丘�

スイーツマップ，�横浜食は�じ�まり物�

語，百�万�石�の�加�賀�料�理�と�和�菓�子，�

学�産�品，四�季�の�行�事�と�食�の�結�び�つ�

き，珍名おも�し�ろお菓子�

ミ，神�戸，長�門，内�子，福�岡，柳�

川，�奄美大島，�那覇，�宮古・八重山�

の島々�

料理別日本列島�

鮨，ごはん，汁も�の，鍋もの�

資料編�

醤油・味噌，�塩・砂糖，�酒，�おい�し�

い�お�米，野�菜，魚�介�類，肉�類，大�

鯖街�道，長良�川，名古�屋�め�し�　�クセ�

に�な�る�味�の�競�演，京�都，大�阪�ミ�ナ�


